
平成 28年度一般社団法人全国避難設備工業会第 2回理事会議事録

1. 日時 平成 28年 10月 7日(金) 13時 30分～ 14時 39分

2. 場所 スクワール麹町 5階 百合の間

3. 役員現在数 13名(うち監事 2名)

4. 出席者 菊池信会長、石川輝雄副会長、小池秀太副会長、生貝英樹常務理事、齊田啓子理事
平野淸治理事、喜田安紀理事、重盛弘子理事、前田善衛理事、上田勝也理事
久保木巳三雄監事
事務局 神山宏保職員

欠席 吉池達郎理事
富岡恵子監事

5. 議事の経過
(1) 開会

13時 30分 生貝事務局長より開会宣言
(2) 菊池工業会会長より挨拶

事務局近況、予防課長通知の発出後の経緯、および本日開催の理事会の趣旨について
(3) 生貝事務局長より理事の出席状況報告

出席者数が定款第 34 条の定足数を満たし理事会が成立していること、吉池理事、富岡監事の欠席
の報告

(4) 定款第 33条により、菊池会長が議長となり、議事に入った。

6. 議案の内容及び議決結果

第 1号議案 平成 28年度の事業報告書(中間)と中間決算書について
議長の指名により、事務局から資料 1 を用いて、平成 28 年度の事業報告書(中間)と中間決算書の要

点について説明があった。事業報告については準会員の退会等の報告など、収支計算書については、
収入面・支出面のうち大きく差異があるところの要点について詳しく説明され、総合的に予算案通り
の内容で推移していることの報告がなされた。質疑応答では特別に質問はなく、議長が第 1 号議案の
平成 28年度の事業報告書(中間)と中間決算書の承認について諮り、全員異議なく可決承認された。

第 2号議案 準会員新規加入申し込みについて
議長の指名により、事務局から資料 2を用いて、準会員新規加入申し込みについての説明があった。

避難器具の有力販売店である防災技術センター株式会社、宮川社長に入会を打診し快諾されたこと、及
び防災技術センター株式会社の実績があり、特に避難器具の保守に関しては、千葉県内を中心にメイン
として取り扱っていることの説明、株式会社初田製作所、株式会社モリタ宮田工業の推薦があったこと
の報告があった。質疑応答では特別に質問はなく、議長が第２号議案の準会員新規加入申し込みにつ
いて諮り、全員異議なく可決承認された。

その他 報告事項
① サーベイランスの実施について、証票の管理確認などを行っていること、正会員のうち事務局で業
態を把握できてない会社を訪問し、確認と意見交換を行っていること、有限会社アトラクトについて
報告事項があり、内容については現在調査中であることの報告があった。また残りの数社についても
順次行っていくとの報告があった。

② 消防庁長官表彰について、例年当工業会からは 2名推薦していること、本年は上田消防建設株式会
社の上田社長と株式会社消防科学研究所の長澤大阪支所長を推薦したこと、その両名で受賞が決定し
たことの報告があった。併せて表彰式は 11月 2日(水)に予定されている旨の報告があった。

③ 本年 3月 31日に消防予第 99号消防庁予防課長通知として「避難器具（救助袋）の点検及び報告の
実施に係る留意事項について」が発出され、続いて 5月 17日には文部科学省より事務連絡として「学
校施設における避難器具（救助袋）の点検及び報告の実施にかかる留意事項について（周知）」が発
出されたことを受け、工業会と安全センターが共同で注意喚起のパンフレットを作成し、配布したこ



と、パンフレットは全国の消防設備士講習会場、点検資格者講習会場にも配布されていること、告示
基準前救助袋の扱いにつきましては、一応の成果となったことの報告があった。さらに、救助袋技術
委員会の設置について説明があり、協力の依頼がなされた。委員会は 11 月より立ち上げ、期間は 1
年程度、メンバーは救助袋製造者の代表技術者、工業会会長、アドバイザーとすること、内容によっ
て外部より招致することも発表された。他の器具についても順次検討課題とすることが報告された。

④ 工業会事務局の移転について、移転時には計画はなかったが家主の発明会館側の事情で周辺の再開
発に同意した模様であること、2 年後には再度移転しなければならないことの報告があった。なお、
移転先は再開発デベロッパーも交えての話し合いとなり、進展があり次第報告とすることとなった。

以上をもって、理事会の審議を終了したことから、14時 39分議長がすべての報告事項が終了した旨
述べ、閉会を宣し、散会とした。

以上の決議を明確にするため代表理事及び監事において次の署名捺印をする。
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